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〔論文審査の要旨〕Summary of Dissertation Review 

本研究は、バングラデシュの社会運動における市民知識人の対抗行動と特徴に関する研

究である。先行研究では、伝統的な知識人の特徴は描かれてきているが、新しい市民知識

人たちの対抗行動やその特徴が十分に解明されていない。そこで本研究では、バングラデ

シュにおける二つの社会運動の事例から、権威的ガバナンスと国家ヘゲモニーに対抗する

市民知識人の新しい役割と特徴を描き出そうとした。 

論文は、6章で構成されている。第 1章では研究の背景、目的、課題を示し、第 2章で

はバングラデシュの社会運動の歴史とそこでの知識人の活動の特徴と役割を明らかにし

た。第 3章と第 4章では二つの社会運動を事例として取り上げ、市民知識人の新しい形態

の対抗行動や特徴を描いた。第 5章では、二つのケースにおける市民知識人の活動は、そ

の形態や当事者との関係性において異なりは見られるものの、類似性も見られることを議

論した。それは社会運動の中での市民知識人の有機的な関係性、政党や団体の思想や利益

の代表としてではなく、個人としての覇権に対する対抗・不服従の意識、科学的・学問的

な言説による対抗の態度、批判的思考、市民に対する長期間のたゆまないモラル的なサポ

ートである。第 6章では、本論文の学術的意義の確認、研究の限界および今後の展望を示

した。 

本論文は、以下の諸点が評価された。１）文化人類学的手法を用いた長期間の緻密なフ

ィールドワークに基づく分析と結果であること、２）二つの異なる社会運動を事例として、

市民知識人の社会運動における新しい知識人の特徴の差異と類似性を描いていること、

３）市民知識人の役割と特徴を理解するために一般市民に広くフォーカスグループインタ

ビューを行い、市民の社会運動への参画意識と市民知識人の影響を市民側からの言説で描

いていること。 

なお、申請者はこれまで、国際ジャーナルの査読つき論文２編を公表している。 

以上、審査の結果、本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格がある

ものと認められる。 

 


